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＜計量管理研修・見学会の概要＞ 

 

平成 30 年 2 月 14 日、15 日に行われました研修

見学会の概要をご報告いたします。 
部会員会社 15 社 15 名の参加、集合場所の千葉

駅前京葉銀行本店前を 8時30分の出発となりまし

た。 
出発後、車内にて当部会長の丸善石油化学株式

会社 鵜澤様のご挨拶と参加者皆様の自己紹介を

いただきました。 
バスは最初の見学地である『かわさきエコ暮ら

し未来館』へ向かい、予定到着時刻の 9 時 30 分に

到着いたしました。 
 

■かわさきエコ暮らし未来館 
【概要】 

「かわさきエコ暮らし未来館」は、地球

温暖化、再生可能エネルギー、資源循環の 3

つのテーマを中心に、 環境を守るためには

どうしたらよいのかを具体的に体験しなが

ら楽しく学べる施設です。  

 

【見学】  

まず、館内 1 階で川崎市の航空写真を見ながら

市内の施設の位置関係の説明を受けました。その

中で、扇島には風力発電施設が 1 基あり、支柱の

高さは 80ｍ、ブレードの長さが 40ｍあります。続

いて、同施設に隣接する浮島太陽光発電所の発電

量がリアルタイムで確認できるモニターを見なが

ら太陽光発電所の概要の説明を受けました。浮島

太陽光発電所は、敷地面積 11 ヘクタールに太陽電

池パネル約 38,000 枚を設置してあり、出力は 

 

 

 

 

 

 

 

 

7,000ｋｗ、年間発電量は 892 万ｋｗで、一般家庭

約 3,000 軒分の年間使用電力量に相当します。扇

島にある太陽光発電施設と併せると出力は

20,000ｋｗになります。浮島太陽光発電所につい

ての詳細はこの後の見学で説明がありました。続

いて、360 度回せる定点カメラで浮島太陽光発電

所や周辺にある施設の説明がありました。 

屋外展望スペースに移動し、浮島太陽光発電施

設を見学しました。太陽電池パネルはすべて同じ

向きを向いていて、傾斜角度は 10 度に設定されて

います。関東地区では 30 度が最適とされています 

が、発電量、パネル設置枚数、風圧荷重、設置費

用のコスト削減を考慮して 10 度で設置してあり

ます。パネルで発電した電気は直流から交流に変

換し、6,600Ｖに昇圧します。さらに、66,000Ｖに

昇圧して、近隣の火力発電所で発電した電力と併

せて需要家に供給しています。 

この土地は、昭和 52 年から平成 18 年までの約

30 年間川崎市のごみ処理場の焼却灰で埋め立て

た土地のため、地中には重金属やダイオキシンな

どの有害な物質を含んでおり、約 20 年間浄化しな

いと環境基準に適合した土地にならないだろうと

言われています。そのため、平成 20 年から浄化作

業を行っていますが、その間土地を空き地にして

おくことがもったいないため、川崎市が掲げるＣ

Ｃ（カーボンチャレンジ）川崎エコ戦略を周知す

ることを目的として、東京電力に無償で貸し出し

て、東京電力が発電所を建設・管理しています。

土地の浄化の方法には雨水を利用しています。雨

が降ると、雨水が焼却灰の層を通過する際に、有

害物質が雨水に溶け込み地層下に溜まります。そ

の水をポンプで汲み上げて、有害物質を除去して、

無害な水として海洋放流しています。 

川崎市では３Ｒ（リユース、リデュース、リサ

イクル）運動を行っています。これは、川崎市が

現在焼却灰で埋め立てている場所が、後 30～40

年で一杯になってしまい、埋め立てる場所が無く

なってしまうため、少しでも廃棄物を削減するた

めの運動です。 

この後、未来館の 2 階展示施設に移動して、展

示物を見学しました。 
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【質疑応答】 

Ｑ：太陽電池パネルの故障はありませんか？ 

Ａ：太陽電池パネルは、メーカーでは 17 年間使

用できると言っている。目視点検をしていて破損

等は発生していません。ただし、電気的に故障し

ているかどうかについては現状の設備では確認で

きないが、東京電力の話では電気的な故障は今の

ところ発生していないとのことです。国によって

は、ドローンに赤外線カメラを積んで点検してい

るところもあるが、日本では今のところ行っては

いません。 

Ｑ：発電率の効率低減は発生していませんか？

また、その実態は把握していますか？ 

Ａ：おそらく 17 年間使用すると、10～20％程度

低減すると思います。実態については、太陽光発

電としての実績が短く、東京電力でもまだ把握で

きていません。 

Ｑ：埃が溜まることで発電効率が低減しません

か？ 

Ａ：雨が降ることで洗い流される。パネル表面

は硬質のガラスで出来ているため、これまで掃除

をしたことはありません。基本的にパネルはノー

メンテナンス。ただし、雑草が生えてパネルに影

を作ることで効率が下がるので、雑草の処理はし

ています。 

最期に、かわさきエコ未来館をバックに記念撮

影をして、同施設の見学は無事終了いたしました。 

 

 

高速で次の目的地の厚木に向かい、途中昼食を

取り、予定時刻の 14 時に次の目的地アンリツイン

フィビス株式会社様に到着しました。 

 

 

 

 

■アンリツインフィビス株式会社 

【概要】 

初めに、計量管理部会部会長の丸善石油化学株

式会社 鵜澤様よりご挨拶をいただき、続いて、

アンリツインフィビス株式会社マーケティング部

長澤野様よりご挨拶をいただきました。 

アンリツインフィビス株式会社植山様より会社

概要を説明して頂きました。 

アンリツインフィビス株式会社はアンリツ株式

会社の一事業部で、2002 年に独立・子会社化しま

した。アンリツ株式会社は、今から 123 年前のＸ

線が発見された 1895 年に石杉社（後に共立電機株

式会社）が創立し、1900 年に安中電機製作所が創

立。1931 年に両社が合併により安立電気株式会社

が設立しました。 

重さを測る検査機器は 1964 年に誕生し、その技

術を磨いていく中で、食品会社で異物の検査機器

が非常に重要視されるようになり、金属検出機が

誕生しました。2000 年頃からは、レントゲンの応

用機器であるＸ線検査装置を食品検査の現場で簡

単に使用できる検査装置として提供しています。

拠点は日本国内だけでなく、中国上海に現地法人、

ヨーロッパではイギリス、北米ではシカゴに現地

法人があります。製造工場ではタイ、上海でも製

造しています。 

アンリツ株式会社は有線、無線の通信機器とそ

れに関する検査装置、計測器に特化しています。

現在は、携帯電話、スマートフォン等の無線に関

する検査装置が主力になっています。 

アンリツインフィビス株式会社は、食品・薬

品・化粧品等人の体に直接入る・付けるといっ

た製品を製造している工場で使用する検査装置

を担当しています。食品会社、製薬会社では様々

な包装形態があるので、包装形態に合わせた搬

送機構をもった重量選別機、異物検査装置をラ

インナップしています。例えば、さんま専用の

重量選別機などもあります。 
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【見学】 

この後、2 班に分かれて、ギャラリー、製造工

場、テストルームを見学させていただきました。

ギャラリーには、創立当初製造していた無線機器

や最近は見かけなくなってしまった公衆電話が置

いてあります。公衆電話は国内用だけでなくオー

ストラリア、イラク等の海外向けも作っていまし

た。有線・無線機器の製造から派生して、電波・

信号がきれいに届いているか、製造した有線・無

線機器が正しく電波・信号を出しているかを確認

するための測定器が時代系列に置いてあります。

測定機器は時系列にどんどん小さくなっていくの

が非常によくわかりました。また、検査機器では

発売当時の重量選別機が置かれていました。重量

を測定する装置は、当時は作動トランスを使用し

ていましたが、最近ではフォースバランス方式を

使用しています。これにより、当時は 1 分間に 50

個程度の検査スピードでしたが、現在では 1 分間

に 500 個検査することもできるようになっていま

す。 

 

 

工場見学では、オートチェッカー（ウェイトチ

ェッカ）の製造ラインを見学させていただきまし

た。1 つのラインで大小さまざまなオートチェッ

カーを製造しています。部品置き場には常時

12,000 点の部品が整然と置かれていて、かんばん

方式で在庫の管理をしています。見学したライン

では、日産 13 台の製造能力があり、製造の進捗状

況をパトライトで管理していました。組み立てが

完了すると、仕様通りの装置になっているのかを

検査して出荷します。 

 

 

 

 

サンプルテストルームでは、ユーザーからの依

頼で届いたサンプルが、どのくらいの精度で検査

できるのかをテストしています。年間 2,000 件程

度の依頼があるそうです。 

サポートセンターでは 24 時間 362 日（正月三賀

日はお休み）、10 年以上サービスマンとして経験

を積んでいるオペレーターが対応されています。 

 

【質疑応答】 

Ｑ：アンリツ様はニッチな企業かと思いますが、

ライバル会社はどこになりますか？また、販売は

独占でしょうか？ 

Ａ：アンリツインフィビスとしては、オートチ

ェッカー、金属検出機などの検査装置が主力装置

になっていて、ライバル会社としては株式会社イ

シダがあり、そこと２分していて、その他にも数

社あります。 

Ｑ：製品は、ユーザー毎仕様を変えたオリジナ

ルが多いとのことですが、組み立ての手順書を都

度作っているのでしょうか？ 

Ａ：制作図面は都度作成していて、１つ１つ図

面は異なっています。ただし、作業の標準化を

目標に設計していて、決まった箇所のねじを共

通の長さにする等の工夫を行っています。また、

作業者には組み立て工程ごとにトレーニングを

十分に行っています。１つだけ熟練が必要な工

程としてフォースバランスのはかりの製作は内

製化していて、ノウハウもあるので、熟練した

作業を習得してからラインに入っています。接

着剤を使う工程や、金属検出機のヘッドに充填

剤を入れる工程も熟練が必要となっています。 

Ｑ：最近はＩｏＴが多く使われていますが、

この工場でＩｏＴは何かされていますか？ 

Ａ：残念ながら、この工場ではＩｏＴの事例

はありません。ただし、当社の製品でＩｏＴの

発想を取り入れた提案を行うことができます。お

客様で検査機器のデータの活用をされるといった

ことでのご提案はしています。 
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Ｑ：製品の寿命はどれくらいですか？また、メ

ンテナンスの頻度は？ 

Ａ：製品によって寿命はまちまちで、一般的に

７年程度を目安にしていますが、実態はその倍は

お使いいただいています。金属検出機やオートチ

ェッカーについては消耗部品が決まっているので、

消耗部品を交換してもらえば、場合によっては 50

年近く使えることもあります。ただ、Ｘ線検査装

置についてはＸ線の発生源とＸ線を受けるセンサ

ー部分は使うほど消耗してくるので 3 年半程度で

交換が必要になってきます。交換する金額は金属

検出機 1 台くらい掛かってくるので、まだ小規模

の工場などではお使いいただけていません。その

ため、当該部品の寿命を延ばす開発を進めていま

す。 

Ｑ：計量法政省令の改正に伴って、自動はかり

が検定の対象になりましたが、御社で何か対応は

されていますか？ 

Ａ：色々な計量士会の方が自動はかりについて

勉強に来られます。ただし、ＪＩＳ化するのは早

くて今年の 8 月ということになっているので、昨

年 10 月に発表されたスケジュールに則って動く

という状況で、詳細内容についてはこれから詰め

ていくという状況です。ですから、ＪＩＳ化され

たら明確になってきます。 

 

最後に、アンリツインフィビス株式会社マーケ

ティング部長 澤野様より閉会の挨拶をいただき、

ギャラリー前で記念撮影を行い、見学が終了いた

しました。 

 

 

 

 

 

 

以上で、1 日目の研修見学会の予定が終了し、

宿泊先の『石和温泉 銘石の宿 かげつ』へ向か

いました。一日の疲れを温泉で癒して、懇親会で

親睦を深めることが出来ました。 

 

研修 2 日目は、9 時にホテルを出発し、まるき

葡萄酒様にてワイナリーの見学を行いました。 

 

■まるき葡萄酒 

【概要】 

まるき葡萄酒様は現存する日本最古のワイナリ

ーです。「まるき葡萄酒」の創業者・土屋龍憲は、

明治 10 年にワイン醸造技術習得の為、日本人で初

めてフランスに渡り、フランスの栽培・醸造技術、

醸造法を習得し、帰国後、明治 24 年にまるき葡萄

酒を設立しています。 
【見学】 

ワイナリーではワイン製造工程について、工程

に沿って実機を見せていただきながら説明いただ

きました。地下貯蔵庫には、1959 年ヴィンテージ

の甲州を筆頭に約 35,000 本ものワインが一升瓶

で静かに熟成されているそうです。この貯蔵庫の

床下には甲府盆地の豊富な地下水を流していて、1

年を通して大きな温度変化が無い状態にしている

そうです。 
 

ぶどうの丘展望ワインレストランで昼食をとり、

次の目的地の松山油脂株式会社様へ定刻より 10

分ほど早めの 1 時 50 分に到着しました。 

 

■松山油脂株式会社 

初めに、松山油脂株式会社 富士河口湖工場

長の千葉様よりご挨拶をいただきました。 

工場見学に際しての注意事項等の説明をいた

だき、2 班に分かれて工場見学させていただき

ました。工場見学の際には、ネット帽の着用、

入室前に粘着ローラーで衣服に付着した異物の

除去を徹底していました。工場入り口には現在

エアーシャワーが設置していないので、設置を

検討されているとのことで、異物混入防止につ

いて非常に徹底していると感じました。 
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富士河口湖工場では石鹸と化粧品を製造してい

て、石鹸は大きく 2 種類製造しています。まず、

透明石鹸の製造工程を見学しました。透明石鹸は

脂肪酸と苛性ソーダが主原料で、副原料として砂

糖やアルコールが入っているそうです。そこに、

はちみつやオリーブオイル、海藻等を添加してい

るそうです。攪拌後型に入れて冷やし固めて、製

品のサイズにカットした後、約 1 か月掛けて乾燥

させます。乾燥した寒い冬は加湿して、湿度の高

い夏は除湿して約 1 か月で乾燥するように乾燥室

内を調整しています。乾燥後、石鹸の表面を人の

手で 1 つ 1 つ磨きます。12 年前の工場建設当時は

自動磨き機を導入したそうですが、人手で磨いた

点数を 100 点とすると、機械で磨いた場合は平均

で 90 点程度だったことから、機械を撤去して元々

の人の手で磨くことに戻したそうです。人手を掛

けてでも品質だけでなく外観にまでこだわること

に美の追求を感じました。石鹸は磨いた後、プレ

ス機で成形して、再び磨いて、ラッピングして完

成となります。 

続いて、化粧石鹸の製造工程を見学しました。

富士河口湖工場では、化粧石鹸の成形から包装ま

でを行っていて、石鹸自体の製造は墨田工場で行

っています。化粧石鹸の主材料は油脂と苛性ソー

ダで、油脂には牛脂やヤシ油を使っています。油

脂と苛性ソーダを攪拌したところに塩を入れるこ

とで、石鹸とそれ以外の部分に分離します。分離

した石鹸部分を取り出して乾燥させた粉石鹸を河

口湖工場で加工します。墨田工場で製造した粉石

鹸と副原料をミキサーに入れてミキシングします。

その後、ローラーに掛けることで石鹸を滑らかに

するそうです。その後、エクストルーダーで押し

出して、型押しして成形します。成形したての製

品は暖かいので、冷却のために 1 晩置いて、翌日

包装して完成となります。 

最後に、化粧品の製造ラインを見学しました。

化粧品は主にローションやクリームなどの基礎化

粧品を製造しています。化粧品の製造工程ではこ

れまでの石鹸製造工程よりも更に厳しい異物混入

防止のための管理をしています。また、製品を充

填した後のラッピング工程でも、包材に静電気で

異物が付着しないように室内を加湿しています。

充填・包装ラインでは非常に多くの人手が掛かっ

ていますが、多品種少量生産のため自動化がなか

なか難しいとのことです。製品によって人手の必

要人数が違い、また、1 日に 2・3 回の製品切り替 

えがあるため、ライン責任者は人手のやり繰りに

苦労されているそうです。 

 

【質疑応答】 

Ｑ：クリームの充填工程で空気の混入等で重量

のばらつきは無いでしょうか？また、重量検査は

全数検査ですか？ 

Ａ：空気がそんなに噛み込まない充填機を使用

しているので、重量の振れはほとんどありません。

また、重量検査は全数検査しています。 

Ｑ：はかりの点検の周期と日々の点検はどうさ

れていますが？ 

Ａ：外部の業者さんに 1 年に 1 回の点検をお願

いしています。また、日々始業前に点検をしてい

ます。 

 

最後に、計量管理部会部会長の丸善石油化学株

式会社 鵜澤様よりお礼のご挨拶をして、工場入

口前で記念撮影を行い、見学が終了いたしました。 

 

以上で研修見学会の全ての予定が終了し、一路

千葉へ東名高速道路を順調に走り、予定よりも遅

くなりましたが、18 時過ぎに千葉駅前京葉銀行本

店前に無事到着、参加者全員帰路につきました。 
 
参加者の皆さま大変お疲れ様でした。 
 
これからも研修見学会にご参加いただけます

よう、よろしくお願いいたします。 
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平成２９年度 計量管理部会 研修・見学会アンケート 
 

 

Ⅰ．参加業種別 

 

※アンケート未回収の方が１名居られます。 

 

 

 

Ⅱ 参加者 所属別 

 

 
※複数回答された方が２名居られます。
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Ⅲ．見学場所別 感想 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

アンケートにご協力いただきましてありがとうございました。 

 

大変良かった

良かった

普通

大変良かった

良かった

普通

松山油脂（株）

大変良かった

良かった

普通

Ⅳ．スケジュール及び感想

良い 早い 　　短い 長い その他ご意見が有れば記入ください。

集合時間 14

見学時間 14

①朝の通勤ラッシュを避け、１時間ずらし９：２０集合にして欲しい。

遅い

Ⅴ．研修見学会の気づいた点や感想

・現場で使用している機器の製造現場を見学させていただき、非常に勉強になった。

・どの見学先も挨拶がしっかりしていました。職場の雰囲気も良かったので、自分も行っていきたい。

・スケジュール通りで良い工程と思います。満足です。

・見学を４カ所入れずに３か所で時間的に余裕を持った方が良かったのでは。

・異業種を見学出来るので非常に興味深く、今後も是非参加させていただきたいです。

・初参加でしたが、皆さんと名刺交換するタイミングがなかったので、初日のどこかで時間を作ってほしい。

・色々な意味で視野が広がり、有意義でした。

かわさきエコ暮らし未来館 アンリツインフィビス（株） 
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≪計量検定所だより≫ 
 
◎平成３０年度人事異動のお知らせ 
 
転出者（（ ）は新所属等） 
所長             山田   満 （防災危機管理部産業保安課 課長） 
総務企画課 主査       米倉光治子 （女性サポートセンター 主査） 
総務企画課 上席計量員    中澤 義明 （防災危機管理部産業保安課 主査） 
 
退職者 
検定・検査課 上席計量員   伊藤 一男  
 
転入者（（ ）は旧所属等） 
所長             大竹 悦司 （商工労働部産業振興課 副課長） 
検定・検査課 主任上席計量員 宮内 千尋（商工労働部経営支援課 副主幹） 
検定・検査課 主任上席計量員 江澤 昌夫（防災危機管理部産業保安課 副課長） 
検定・検査課 上席計量員   泉水 良介 （夷隅地域振興事務所 主査） 
総務企画課  計量員     樋爪 紀子 （防災危機管理部消防課 副主査） 
 
内部移動（（ ）は旧配置・職） 
総務企画課  上席計量員   本宮  巧 （検定・検査課 上席計量員）  
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 ≪理事会だより≫ 
 

 第５４次全体会議（書面審査）のお知らせ 

 

  千葉県計量管理協議会が(一社)千葉県計量協会の会員から計量管理部会に移行されたことに伴って 

 新規制定しました部会則に基づき、全体会議を書面審査にて行うことをご連絡いたします。 

  この全体会議においては従来の通常総会において審議されました事業の運営に関すること、予算・ 

 決算に関すること、役員の選任に関すること、会則の変更に関すること、その他本部会の運営上特に 

 重要なことを審議するものです。 

  つきましては、部会員の皆様には５月中旬頃に「第５４次全体会議議案集および同意書」を郵送い 

 たしますので、各附議事項について内容をご確認され、同封された同意書に「同意する」あるいは「 

 同意しない」に○印を付けて、下記事務局へご回答くださるようお願い申し上げます。 

   

  同意書の 回答期日は５月２４日（木）まで と定めさせていただきますので、期日までにご回答くだ 

 さいますよう、宜しくお願いいたします。 

 

  なおご回答はＦＡＸもしくはＥメールにてお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一社）千葉県計量協会 計量管理部会 事務局 
ＦＡＸ番号    ０４３－２８７－１５８６ 
Ｅメールアドレス chibakeiryou@ybb.ne.jp 
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